


























面積 面積

(㎡) (㎡)

中島 中島公園1番1号 511-3397 S24.7 (S60.2改築) 757 豊平 豊平6条7丁目1番12号 811-1376 S40.11 (S59.3改築) 719

円山 北1条西23丁目1番18号 621-0325 S38.5 (H6.3改築) 475 西岡 西岡3条6丁目6番1号 852-8113 S57.3 409

山鼻 南24条西13丁目1番1号 561-6220 S44.11 (H4.3移築) 673 平岸 平岸3条9丁目15番22号 812-2493 S57.11
（H27.4児童ク
ラブ開設） 584

緑丘 南10条西23丁目1番5号 562-1283 S58.12 494 東月寒 月寒東3条16丁目13番28号 853-9741 S59.12 480

宮の森 宮の森2条5丁目2番21号 641-9710 S60.3
（H25.4児童ク
ラブ開設） 332 福住 福住1条1丁目5番5号 855-0350 S62.1 481

桑園 北7条西15丁目28番地 641-7008 S61.3 480 中の島 中の島2条3丁目8番1号 811-5215 S63.4 467

*苗穂はるにれ 北1条東10丁目15番地 221-2271 S63.4 557 美園 美園6条5丁目4番1号 824-5440 S63.12 435

幌西 南14条西16丁目2番15号 563-2263 H1.1 483 月寒 月寒西1条6丁目3番21号 851-6433 H4.3 499

円山西町 円山西町8丁目1番50号 611-1980 H7.3 481 西岡高台 西岡4条11丁目4番22号 581-5394 H4.12 472

山鼻かしわ 南15条西8丁目1番20号 533-0622 H8.12 480 天神山 平岸1条19丁目2番55号 816-0388 H5.12 481

二条はるにれ 南2条西15丁目 252-7283 H29.4 315 あやめ野 月寒東4条10丁目6番10号 857-5862 H8.12 481

新琴似 新琴似11条7丁目3番16号 761-7501 S48.12 (H3.8増築) 476 羊丘 月寒東1条16丁目 876-8022 R2.1 463

篠路 篠路4条9丁目3番1号 772-9292 S53.12 (H28.3改築) 350 清田 清田1条4丁目3番53号 882-2960 S52.11 (H4.12増築) 427

新川 新川4条11丁目5番16号 764-3664 S55.12 (Ｈ6.12増築) 437 平岡 平岡8条1丁目6番22号 881-9766 S61.2 404

屯田 屯田5条6丁目2番23号 772-7130 S57.11 497 北野 北野4条2丁目8番17号 884-6992 H2.4 481

太平 太平8条7丁目2番1号 771-6324 S61.2 420 清田中央 清田6条2丁目10番1号 884-9610 H3.3 502

麻生 北39条西5丁目3番5号 757-0185 S61.11
（H27.4児童ク
ラブ開設） 859 里塚 里塚2条3丁目12番23号 881-4822 H4.3 483

新琴似西 新琴似9条13丁目4番1号 762-6632 S61.12 488 北野台 北野4条5丁目4番58号 882-9640 H6.12 480

篠路西 篠路6条4丁目2番32号 771-2191 H1.1 496 美しが丘 美しが丘5条6丁目1番5号 885-9766 H7.12 480

新川中央 新川3条3丁目3番21号 762-8433 H2.2 491 平岡みどり 平岡公園東10丁目13番10号 884-6866 H12.3 484

幌北 北17条西6丁目1番20号 727-6225 H3.3 491 澄川 澄川5条4丁目 831-5150 S54.12
(H5.12増築)
（Ｈ31.4移築） 299

エルムの森 北27条西12丁目1番35号 737-3974 H4.12 490 藻岩 川沿8条2丁目1番26号 571-8616 S56.12 (H4.12増築) 431

光陽 新琴似6条12丁目1番25号 765-6141 H5.12 480 藤野 藤野2条8丁目6番1号 592-1532 S57.11 499

百合が原 百合が原9丁目9番11号 774-2050 H7.3 480 真駒内 真駒内本町3丁目4番1号 584-3336 S59.3 500

あいの里 あいの里1条3丁目6番1号 778-3755 H8.3 481 南の沢 南沢4条2丁目6番21号 571-2909 S63.3 402

あいの里ひがし あいの里3条7丁目9番1号 778-2358 H10.12 485 石山 石山1条4丁目 591-7730 H2.8 （Ｈ31.4移築） 300

屯田北 屯田8条7丁目1番39号 788-8122 H18.3 482 常盤 常盤2条2丁目17番23号 592-6091 H4.12 483

新生 北8条東7丁目1番地 711-1339 S35.12 (S60.12改築) 488 真駒内五輪 真駒内泉町3丁目1番6号 581-1823 H6.3 481

ひのまる 北38条東9丁目1番29号 752-1551 S49.12 (H3.8増築) 480 みすまい 簾舞3条6丁目8番25号 596-3911 H9.3 462

伏古 伏古10条3丁目6番8号 782-5620 S52.11
（H26.4児童ク
ラブ開設） 399 手稲東 西町北10丁目3番8号 661-7332 S40.12 (H13.12改築) 478

苗穂 苗穂町5丁目7番1号 711-8433 S58.12 500 八軒 八軒7条東1丁目1番7号 631-7061 S56.12 404

札苗 東苗穂9条3丁目2番30号 791-5200 S59.12 495 西野 西野7条3丁目5番15号 663-6355 S57.11 500

元町 北21条東18丁目5番1号 784-6664 S61.12 486 発寒北 発寒13条4丁目1番37号 664-9710 S60.12 493

丘珠たから 北35条東23丁目7番10号 784-8095 H1.2 475 山の手 山の手6条5丁目2番1号 642-0118 S61.12 480

栄西 北46条東5丁目3番18号 752-8363 H2.1 482 二十四軒 二十四軒4条3丁目4番44号 644-4730 H2.4 491

北光 北18条東5丁目1-1 753-6353 H3.4 481 発寒 発寒5条7丁目 666-0206 H2.12 R2.4移設 483

東苗穂 東苗穂5条2丁目2番10号 786-3191 H5.12 481 宮の沢 宮の沢1条5丁目11番25号 666-5323 H3.12 483

北栄 北30条東6丁目1番15号 711-3755 H8.3 480 平和 平和1条5丁目1番27号 667-3359 H4.12 472

丘珠ひばり 北丘珠4条1丁目12番5号 785-6137 H8.12 479 八軒北 八軒8条西6丁目1番20号 644-3643 H7.12 480

元町南 北16条東16丁目2番1号 785-6148 H8.12 480 手稲前田 前田2条12丁目1番4号 682-2070 S53.12 （H2.12増築) 488

東雁来 東雁来14条2丁目1番1号 214-9215 H29.12 771 稲穂 稲穂3条5丁目9番23号 684-0901 S60.3 484

栄西小はんのき 北39条東4丁目1番1号 768-8883 Ｈ30.8 303 あけぼの 曙9条1丁目9番40号 685-4821 S63.3 467

北郷 北郷4条5丁目1番1号 871-2770 S47.12 (H21.3改築) 461 富丘 富丘3条6丁目2番7号 685-9393 H1.4 487

菊水やよい 菊水1条4丁目6番61号 841-5150 S50.11 (H1.7増築) 499 西宮の沢 西宮の沢2条4丁目5番35号 681-6940 H2.4 500

東札幌 東札幌5条3丁目2番26号 822-5811 S59.3 500 いなづみ 前田4条4丁目2番13号 684-3072 H2.12 482

北東白石 川下3条5丁目3番1号 875-1311 S63.2 493 前田しらかば 前田8条15丁目17番25号 694-2474 H5.12 480

東白石 本通14丁目南 863-8833 S63.3 （R2.1移設） 454 星置 星置2条7丁目3番1号 684-4610 H6.12 475

菊水元町 菊水元町8条2丁目15番5号 873-1610 H1.1 485 新発寒 新発寒6条4丁目15番1号 685-7343 H7.12 480

柏丘 平和通8丁目北3番44号 865-7520 H2.12 485 金山 金山3条2丁目1番30号 695-0919 H9.12 480

栄通 栄通6丁目19番12号 853-5706 H4.12 483 合計　108館

川北 川北4条1丁目4番29号 872-0002 H13.2 480 ※ 「*」は、児童クラブ未開設館（1館）

もみじ台 もみじ台西6丁目1番2号 897-0775 S55.12 (H8.1増築) 432 ※ 「区」の○内の数字は、区内の館数

厚別西 厚別西2条4丁目3番20号 891-7237 S59.12 487

厚別南 厚別南1丁目15番10号 894-1710 S62.3 453

厚別東 厚別東3条4丁目4番13号 897-4425 H2.1 484

青葉 青葉町7丁目1番38号 895-9962 H3.12 482

しなの 厚別中央4条5丁目7番16号 891-2025 H4.3 483

上野幌  上野幌2条4丁目 895-9749 H4.12 （Ｈ31.4移築） 484

もみじ台ふれあい もみじ台東7丁目9番1号 897-4760 H6.12 480

札　幌　市　の　児　童　会　館　一　覧

区 児童会館名 所在地 電話 開館年月日

令和2年4月現在

区 電話

中
央
区
 

⑪

所在地 開館年月日児童会館名

厚
別
区
　
⑧

白
石
区
　
⑨

北
区
　
⑯

清
田
区
　
⑧

東
区
　
⑭

手
稲
区
　
⑩

豊
平
区
　
⑪

南
区
　
⑨

西
区
　
⑩
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Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和元年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　管理運営に係る基本方針の策定 　施設設置の理念
に基づき、基本方針
を策定した。市民に
とっての劇場のあり
方と、地域における
劇場の役割を具体
化し実践した。ま
た、当方針を達成す
るため全職員が意
識を１つにして、親
しみやすい温かな
雰囲気の劇場作り
に努めた。

開設時期

主要施設

名称

昭和51年（1976年）7月

非公募の場合、その理由：人形劇の担い手を育成しながら自らも人形劇を製作し発表することが
求められており、蓄積してきたノウハウを生かし、長期的な視点に立って継続的な事業運営や人材
育成に取り組む必要があるため。

平成30年（2018年）4月1日～令和5年（2023年）3月31日指定期間

人形劇、児童劇等の制作及び発表と制作団体の育成を通じて、青少年の情操のかん養を図り、
もってその健全な育成その他活動に資する。

ホール

公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会

非公募

募集方法

項　目

施設数：1

複数施設を一括指定の場合、その理由：

所管局の評価

３　評価単位

指定単位

（１）統括管理
業務

　施設の設置目的
及び役割等を踏ま
えた基本的な方
向性が明確化さ
れた方針となって
いる。
　また、施設の特
徴を踏まえ、平等
利用とともに、専
門性を供いながら
も市民目線の
サービス提供が
積極的になされて
いる。
　今後も施設の設
置目的に基づい
た施設管理を継
続して行っていくこ
と。

「未来ある子どもたちの夢をはぐくむ劇場づくり」
　札幌市こども人形劇場こぐま座は、『人形劇、児童劇
等の制作及び発表と制作団体の育成を通じて、青少年
の情操のかん養を図り、もってその健全な育成その他
の活動に資すること』を目的に設置された施設である。
　全国的にも珍しい子どものための専門劇場であり、子
どもたちが人形劇や演劇等に親しみ、笑顔あふれ、夢
を持って育つことを願い、運営を行うことを基本方針とし
て策定した。

　人形劇や演劇等の子どものための舞台表現活動を行
う団体に対して広く開かれ、優れた作品を安価で上演
できる劇場運営を基本方針とし、劇場の職員として、子
どもとその家族が中心の観客を温かく迎え入れる役割
を持つと同時に、そこで上演する団体の支援者となるこ
とに努めた。

指定管理者
の自己評価

施設数：1

施設維持管理業務、児童健全育成業務、子育てサロン業務、使用承認等業務(利用料金制度)業務の範囲

複数施設を一括評価の場合、その理由：

1　業務の要求水準達成度

２　指定管理者

指定管理者評価シート

事業名 児童会館運営管理（人形劇場含む） 所管課（電話番号）
子ども未来局子ども育成部
子どもの権利推進課（211-2942）

札幌市こども人形劇場こぐま座 所在地 中央区中島公園1-1名称

１　施設の概要

事業概要
人形劇等の制作・発表の場の提供、人形劇等の制作に関する指導及び講習会等の開催、その他
設置目的達成のための必要な事業。

目的

延床面積 137.17㎡

実施状況

1
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▽　管理水準の維持向上に向けた取組 　今年度から新たに
プロジェクトを組織
した業務改善を行
い、劇場職員として
の意識向上と、人
材育成の両面から
成果に結びつける
ことができた。

　業務改善に向け
た新たな取り組み
を実施したことは
評価できる。引き
続き、情報共有や
日常業務の見直
し改善を継続する
とともに、管理水
準の維持向上に
努めていくこと。

　施設の良好な維
持管理のため、年1
回の舞台設備保守
点検業務を実施。

　管理業務を適切
に行うため、人形劇
や児童劇、舞台、照
明、音響に係る専
門職員をはじめ、管
理に係る職員を適
正に配置し、組織を
確立した運営を行っ
た。

　劇場職員として専
門性を高めるため、
児童文化関連施設
や各種事業・研修
会に職員を派遣し、
職員一人ひとりが
創造者として利用
者と関わるべく多様
な場で研鑽に努め
た。

　公益財団法人さっ
ぽろ青少年女性活
動協会職員研修計
画に基づき、各職員
の資質向上を目指
した研修を実施し
た。

　管理運営組織は
適性に確立されて
おり、緊急時の体
制も整っている。
　派遣研修に関し
ては、子どものた
めの専用劇場とい
う特異な施設であ
ることを念頭にお
いた十分な事業
が実施されてい
る。
　加えて、指定管
理者としてふさわ
しい資質を備えた
職員育成のため
の研修についても
実施されている。
　今後も継続し
て、職員の資質を
向上させ、利用者
満足等に反映され
るように努めるこ
と。

　今後も施設の設
置目的に基づい
た施設管理を継
続して行っていくこ
と。

　環境行動マニュア
ルに基づき、各エネ
ルギー(電気、水道
等)の節約に努め、
施設運営を行った。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▽　地球温暖化防止対策及び環境配慮の推進

　環境行動マニュアルに基づき、環境を意識して業務を
推進した。冷暖房の節約に取り組み、電気量の節約や
環境に配慮した取り組みを行った。

▼　統括責任者1名配置。
▼　事務分掌、緊急連絡体制等を定めた。
▼　人材育成
(１)派遣研修(劇場運営関係)
　全国、海外人形劇関係機関及び児童文化関係施設と
の連携を密にすることで、職員の専門知識向上に努め
た。
・被災地支援活動「福島県への継続文化支援活動」に
おける職員派遣
　①9月19日(木)～21日(土)　職員5名
　②10月5日(土)～6日(日)　※来札対応
　③12月13日(金)～21日(土)　職員5名
　④2月11日(火)～16日(日)　職員2名
・被災地支援活動「胆振東部地震復興支援in厚真町」
　2月23日(日)　※新型コロナウィルスにより中止
・人形劇「OKHOTSK（オホーツク）」欧州公演
　5月14日（火）～27日（月）　職員3名
・「いいだ人形劇フェスタ2019」派遣交流事業
　7月29日（月）～8月4日（日）　職員5名
・「こども文化セミナー」参加
　9月6日(金)、11月30日(土)　職員5名
・「こどものまなび塾」参加
　10月3日(木)、11月7日(木)　職員8名
・舞台音響家のための公開研修参加（東京）
　11月29日(金)～12月2日(月)　職員2名
・第11回砂川人形劇フェスティバル
　3月14～15日　※新型コロナウィルスにより中止

(2)公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会職員研
修
　・危機管理研修
　・階層別研修(係長研修等)
　・目標設定に係る面談
　・実務研修

▼　都度ごとの担当者会議のほか、月1回の定例的な
職員会議を実施し、情報の共有及び業務の改善、事業
の見直しを行った。また、日常的に情報を共有できるよ
う、コミュニケーションの円滑化に努めた。
▼　日常業務のブラッシュアップを全職員で行い、業務
効率の向上を図った。また、施設点検による安全面の
確認を行った。
▼　職員によるプロジェクトを組織し、職員一人ひとりが
業務の質を上げ、先見的な方向性を打ち出せる人材の
育成を目指した。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

2
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1

3

4

＜運営協議会メンバー＞札幌人形劇協議会代表、東
区市民劇団オニオン座代表、やまびこ座読み語りの
会、小樽商科大学特認名誉教授、札幌市子どもの権
利推進課長、札幌市こどもの劇場館長、札幌市こど
も人形劇場館長

　現金の取扱いに
ついては、複数職
員による確認を行
い、金銭事故防止
に努めている。

　札幌市による業
務・財務検査を受
け、業務改善に努
めた。

　運営協議会を設
置し、委員の方へ
事業実施状況等の
報告を行い、施設
運営についての意
見交換を行った。

　利用者説明会で
は、施設からの連
絡や、利用者から
生の声を聴くことに
より、ニーズの把握
や相互理解につい
て改めて確認する
有意義な場となっ
た。

　運営協議会や利
用者説明会を実
施し、利用者の
ニーズ把握に努
めている。
　有識者からの意
見も取り入れるこ
とで、事業の充実
を見込むことが出
来ており、引き続
き、関係機関との
連携を図り、より
良い施設運営に
つなげていくよう
努めること。

利用者説明会
（第1回）
2月26日

・中島公園再開発についての説明
・要望事項検討、協力依頼

▼　資金管理については、指定管理業務、自主事業ご
との区分経理を実施している。
▼　金銭等の取扱いについては、当財団が定める処務
規定及び財務規程、金券等取扱要領に基づき、適正に
経理事務を行った。
▼　当財団における内部監査の実施や、公認会計士に
よる外部監査を導入している。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

開催回

・令和元年度下半期事業報告
・施設運営についての意見集約
※新型コロナウィルスの感染拡大防止
の観点から書面による報告と意見集
約とした。（当初実施予定3月18日）

運営協議会
（第1回）
11月8日

実施月

協議・報告内容

業務財務検査
3月11日

・業務検査
・財務検査

消防用設備等
保守点検※

東京防災設
備株式会社

8・2月
指名競
争入札

除雪業務※

※児童会館点検業務にて契約、一体的に点検実施。

株式会社
日神建設

12～3月
随意契
約（特
命）

随意契
約（少
額）

12月
随意契
約（特
命）

空調衛生設
備保守点検

※
2

東テク北海道
株式会社

９月

《再委託業務の実施状況》

契約方法

随意契
約（特
命）

3月

契約業者名

株式会社
池下電設

運営協議会
（第2回）

北海道検査
センター株式

会社

業務名

札幌市こども
人形劇場舞台
設備（吊物・照
明・音響）保守
点検業務

▼　上記の業務について再委託を行い、当該契約に基
づき、必要な指導、指示及び検査を行った。

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の
開催）

・こどもの劇場改修工事後の状況
・令和元年度上半期事業報告
・施設運営についての協議

　第三者に対する
委託業務等の管
理については適
切に行われている
ことから、今後も
継続して、施設の
良好な維持管理
に努めること。

　業務・財務検査
の結果、記録・帳
簿等の整備、保
管、事業等の報告
について、適正な
事務処理がなされ
ていることが確認
された。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ　日常的に、適切な
維持管理を行った。

　駐車場を利用する
劇団利用者に対し
て、安全確認および
注意を促すことで、
公園内の安全確保
に努めた。

▼　業務実施に関する記録、帳簿等の整備、記録保管
に努めている。（業務日誌、設備点検記録、事業記録、
経理書類、現金出納簿等）
▼　劇団及び観客、事業参加者に対し、アンケート調査
を実施し、常に市民からの声に耳を傾けている。

▼　職員の勤務時間を適正に管理するため「勤怠管理
システム」を導入し、法令遵守に結び付けた。
▼　職員の健康管理に係る取組みとして、産業医を導
入した。
▼　法令に基づき、時間外労働または休日労働させる
場合の労使協定（36協定）を労働者と締結し、労働基準
監督署に届出た。
▼　労働者の勤務形態、家族状況等に応じて年金保
険、医療保険に加入。また、必要に応じて適正に届出
等を実施した。
▼　常勤職員のほか1年以上の有期雇用者に対して、1
年に1回定期健康診断を実施したほか、再検査の費用
負担を行った。
▼　正規職員を新たに雇用する際、現在の非正規職員
から希望者を募り、内部登用試験を実施した。
▼　全ての労働者を労災保険に、条件を満たす労働者
を雇用保険に加入した。
▼　法令上義務付けされていないが、法人として自発
的に全ての常勤職員を対象にストレスチェックを実施し
た。
▼　業務内容に応じたシフト制勤務と、職員間連携を徹
底することで時間外労働時間軽減に努めた。

▼　「迅速・適切・真摯・平等」で「利用者の立場に立つ」
対応を心掛けた。
▼　意見箱を設置し、日頃からに市民の声を聞くことが
できる環境を整えた。（令和元年度については、意見箱
への要望・苦情は無し。）

　対応後は、職員間
でその内容を共有
し、原因分析を即座
に行い苦情の低減
に努めた。

　引き続き、市民
サービスの向上
及び施設の安全
性に配慮した維持
管理を行うこと。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▽労働関係法令遵守、雇用環境維持向上の措置

　セルフモニタリン
グにより自己評価を
行い、今後の事業
運営に繋げた。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

▼　日常的に点検を行い、常に最良の状態を保つよう
管理した。また、職員間の情報共有により、危険個所の
早期発見、事故の未然防止に努め、利用者の安全確
保に繋げた。
▼　拾得物の取扱いについては、対応フローを作成し
適正な取扱いを行った。
▼　保険は管理業務仕様書にある内容を補償するもの
に加入し不測の事態に備えた。

　労働関係法令に
関する理解を深め
るとともに、雇用環
境の維持向上に向
けた取組を行うこと
ができた。

　労働関係法令順
守のための取り組
みが積極的に行
われている。独自
にストレスチェック
を行うなど、雇用
環境の維持向上
に向けた取り組み
も進められている
ことは評価でき
る。今後とも労働
関係法令順守及
び雇用環境の維
持向上に努めるこ
と。

▽　要望・苦情対応

▼　舞台設備保守点検業務については、再委託を行い
実施。
▼　劇団等の施設利用者に対し、車両進入許可証を発
行し、公園内での事故等に十分注意し、関係者以外の
進入を防げるよう努めた。
▼施設・設備等の不備や故障については、速やかに修
繕を行った。
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【講座事業】
▼　人形劇、ボランティアを中心とした人材育成事業に
ひとつ一つ丁寧に取り組むことで、小学生から大人まで
幅広い世代、地域を対象に劇場の内外にて児童文化
の普及に努めた。また、公演事業や各種講座等を中心
に利用者の文化活動を支援。

その他公演事業 159 7,437

主な公演

中島児童会館70周年記念公演

やまびこ座・こぐま座プロデュース人形劇

初心者のための人形劇講座修了記念発表会

8！スクランブルシアター

5 270幼児のためのちいさな劇場

団体観劇

1 155

ステージ数 観客数

9

　多くの子どもた
ちが利用する施設
であるという施設
の特性を踏まえ、
防災研修・訓練等
について、引き続
き、日頃の備えを
行うこと。

　市民劇団による
公演から、海外や
全国で活躍する
劇団の公演までを
広く実施しており、
市内の子どもたち
が身近に舞台芸
術に親しむ機会を
数多く提供してお
り高く評価できる。
　また、札幌の児
童文化のすばらし
さを国内外に発信
し続けている点に
ついても評価でき
る。

　新型コロナウイ
ルス感染拡大防
止の観点から一
部の公演が中止
となったことは残
念だったが、関係
劇団等との連携を
図りながら、新し
い生活様式に沿っ
た事業を展開する
こと。

4 301

2 200

▼　清掃については、中島児童会館と複合施設である
ため、中島児童会館の再委託業務として2施設を共同
管理。また、年1回カーペット清掃など、日常的にできな
い専門的清掃を実施。日常的には職員が対応。また、
公演時には劇団の協力により実施。
▼　警備に関しては、中島児童会館と複合施設である
ため、中島児童会館の再委託業務として2施設を共同
管理。

▼　中島児童会館と、2施設共同の防災計画・緊急連絡
体制を定めている。
避難訓練実施
　①第1回　8月7日（参加人数　24名）
　②第2回　9月26日（参加人数　12名）

▽　児童文化の普及及び子どもの健全育成のための公
演・展示会・講座等の開催に関する業務

【公演事業】
▼　昨年度の大規模修繕に伴う休館からの再オープン
となったやまびこ座とともに「リフレッシュオープンフェス
ティバル」「国際人形劇フェスティバル」「中島児童会館
70周年記念公演」等、多様な企画公演を実施すること
ができ、多くの市民に利用していただいた。
▼　国際交流事業として欧州3ヵ国にて「オホーツク」公
演が実現し、北海道の文化を世界の人々に知ってもら
う貴重な機会となった。また、市内児童会館や福島県に
てプロデュース人形劇「奇跡の庭」の巡回公演、長野県
いいだ人形劇フェスタにて人形劇「テンペスト」の上演、
パペットユーススクールの発表も実現した。
▼冬の野外人形劇の新作制作を進め、雪像ステージ、
最新AI体験ワークショップ等、IT企業との連携を試みる
など、新たな札幌の子ども文化の可能性を積極的に発
信することができた。

計

▽　防災

（回・人）

　災害や利用者の
傷病に対する対応
について、常日頃よ
り気を配り、突発的
な事態に対応でき
るよう事前の準備を
心がけている。

192 9,925

　札幌の観光振興、
文化の発信などを
意識し、多くの市
民、アーティストや
関係団体とともに、
子どもから大人まで
のあらゆる世代に
楽しんでもらえる芸
術性の高い作品創
造を目指した。今後
も、新たな観客の獲
得、より多くの市民
を巻き込んだ形の
事業を展開してい
く。

　施設の根幹であ
る、人材育成事業
に注力した。この取
り組みは全国的に
も注目されており、
今後も子どもから大
人まで、より多くの

（4）事業の計
画・実施業務

　市内の子どもた
ちに安定的かつ
魅力的な公演を
提供し続けるため
に、人材育成事業
は重要な事業の
ひとつであり、初

こどもの日パペットフェスティバル 5 352

7 436

774
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　子どもが人形劇
等の舞台芸術等
に触れるきっかけ
となる体験プログ
ラム事業及び児
童会館での人形
劇指導は人形劇
の裾野の拡大に
おいて有意義であ
る。引き続き、各
講座の受講数の
維持・拡大に取り
組むこと。

　市民と共ににつく
る劇場、地域に根
差した劇場運営の
観点から、一定の
成果が表れている
と捉え、今後もこの
取り組みを継続、強
化していく。

R1実績

初心者のための人形劇講座

経験者のための人形劇講座

H30実績

513747

836 518

14腹話術初心者入門講座

こどものまなび塾

1,138

こぐま座こども人形劇団

（人）

（人）

　札幌市内の児童会館（7館）と連携し、人形劇クラブの
指導及び育成を行った。各児童会館の子どもたちだけ
でなく、中心となって関わる児童会館指導員の専門性
を高める指導者養成事業の側面もある事業となってい
る。

講座名

 人形劇クラブの指導および育成 1,037

【子どもの舞台表現活動の推進】
　子ども対象事業は、小学生を対象に「こども人形劇
団」、中高校生を対象に「パペットユーススクール」を実
施し、舞台体験機会の創出と子どもの舞台表現の可能
性を追求した。

H30実績 R1実績

　各事業に参加した
子どもたちが、生き
生きと舞台表現活
動に取り組み成果
をあげている。

　他都市での実施
や、他施設へと拠
点を増やすことによ
り、人形劇の裾野を
広げることに繋がっ
ている。

市民が関わってい
ける受け皿を構築
することで、札幌の
文化の将来を担う
人材育成へとつな
げていく。また、利
用者（劇団）と丁寧
にかかわることが文
化活動の後押しと
なり、利用者の協力
を得ることで、様々
な事業を協働して
実施することができ
ている。

▼　劇場の公演活動の充実や劇団支援、地域連携の
活性化を目的として協賛金を募る「事業サポーター制
度」を実施。
結果、11件の劇団・個人からの協賛と、2件の企業協賛
を得た。（こぐま座、やまびこ座）

心者・経験者共に
講座受講実績が
伸びているのは高
く評価できる。引き
続き、地域に根差
した、新規劇団の
育成を継続するこ
と。

556

341211

498

56

講座名

パペットユーススクール 1,587 921

　引き続き、地域
と連携した多くの
行事を通じて、子
どもから大人まで
の多くの市民が劇
場に集い、地域に
開かれた親しみあ
る劇場でありつづ
けること。

【地域との共生および関係機関との連携】
▼劇場の機能やノウハウを生かし、地域に向けて発信
するアウトリーチ事業として、子どもたちのコミュニケー
ション能力の構築、地域貢献を目的に、札幌市立資生
館小学校の総合学習の一環として、人形劇指導を行っ
た。また、札幌市内7カ所の児童会館、砂川市に出向
き、小学生から大人までの人形劇創作活動の指導を継
続して実施した。

　今年度新たに、こ
ぐま座の近隣地域
にある小学校との
アウトリーチ事業を
実施した。人形劇を
とおして、小学校と
の交流や子どもた
ちのコミュニケー
ション能力の構築な
ど、地域の中の親し
みやすい施設として
の役割を果たすこと
ができた。

6
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　新たな取り組み
により、新規顧客
の拡大に注力して
いることは評価で
きる。引き続き、よ
り多くの市民にこ
ぐま座を知っても
らえるよう取り組
むこと。

劇場で活動する市
民劇団の協力を得
て、人形劇を被災
地に届けることがで
きた。

▼　札幌市内及び北海道内における児童文化関係団
体や人形劇協議会等の活動調査、全国の公立人形劇
場、児童文化活動の調査を行い、広い視野に立った子
どものための舞台活動の研究に努めた。また、関係機
関の情報収集を行い、資料の整理を随時行い市民から
の要望に応じ、情報提供できる体制を作った。

　やまびこ座、こぐ
ま座で人形劇創作
活動を行っている劇
団や子どもたちの
活躍を、広く市民に
向け発信することが
でき、両劇場のPR
につながった。

　関係団体等の調
査や情報収集、資
料の公開等、舞台
活動の拡充に取り
組まれており、評
価できる。
　引き続きプロ
デュース人形劇を
はじめ、市民ニー
ズを捉え、人形劇
文化の発信に努
めること。

【社会貢献事業の取り組み】
▼　被災地支援活動を継続実施した。5月のゴールデン
ウィークにやまびこ座、こぐま座にてチャリティー公演を
実施。9月、12月、2月に福島県内各施設(幼稚園、保育
園、公共施設、仮設住宅等)にて人形劇、人形浄瑠璃の

▽　子どもに関わる舞台活動の拡充に関する情報収集・
調査研究・立案及び提供に関する業務

公演や人形劇の体験機会、地域交流イベントを実施し
た。今後も両劇場ができる人形劇やこどものあそびを
中心とした文化活動が、少しでも子どもたちの心のケア
や人々や地域の活性化につながっていくよう継続文化
支援として息の長い活動を行っていく。

　文化支援を通し、
子どもたちを笑顔に
することが、周囲の
大人の活力となり、
コミュニティの支援
につながっている。
また、支援する側に
とっても、自分たち
の取り組みが持つ、
社会的意義につな
がっていることを実
感する機会となって
いる。

【展示室の活用およびその他】
▼　北海道立文学館にて、2019年度ファミリー文学館
「人形劇から飛び出した人形たち」を開催。こぐま座、や
まびこ座をはじめ、北海道の人形劇文化の普及や歴史
について人形展示を実施するとともに、特別公演、ワー
クショップを実施した。
▼　資料室MA・SO・BOにて、子どもたちの作品展示
や、切り絵展等を開催。こぐま座、中島児童会館の利用
者の他、新たな利用者の獲得を目指した。

　文学館という場所
で、やまびこ座、こ
ぐま座をはじめ、札
幌の人形劇文化の
普及や歴史につい
て広く市民に紹介で
きたことで、普段劇
場に足を運んだこと
のない市民に対し
て、札幌のこども文
化や劇場の取り組
みを知っていただき
身近に感じてもらう
ことで、両劇場のPR
につながった。

【中島児童会館との一体運営の取り組み】
▼　こぐま座、やまびこ座が中島児童会館と連携し、中
島児童会館70周年記念事業を企画・実施できたこと
で、一体運営が強化されるとともに、札幌の子ども文化
を共に発信していく意義や役割を再認識することができ
た。資料室MA・SO・BOの利用が加わったことで、利用
者総数が引き上げられた。

　資料室MA・SO・
BOの開設により、
人形劇観劇前後に
親子で楽しめること
の効果は大きく、年
間利用者人数の目
標数値を大きく上回
ることができた。

7
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　様々な理由により
劇場に足を運ぶこと
ができない子どもた
ちが、児童文化に
触れる機会、体験
機会の創出につな
げることができた。

　上演回数につい
て、上演予定では
目標の200回を上
回っていたが、新型
コロナウィルス感染
防止に伴う臨時休
館により、公演が中
止となり、達成でき
なかった。1回あた
りの観客数は、昨年
度に比べると下回っ
ており、資料室とタ
イアップした公演等
を企画していく。

上演１回当たりの観客数

観客数

  13,465

　施設使用承認に
ついては、条例に基
づき、適正に処理を
行なった。

　新型コロナウイ
ルス感染症の拡
大防止を目的とし
た臨時休館の影
響により、わずか
に公演努力目標
回数には届かな
かったが、施設総
利用者数は、基準
を大きく上回って
おり、評価できる。
引き続き市民サー
ビスの拡充を図る
とともに、公演の
魅力を増加させ、
さらなる利用拡大
に努めること。

（5）施設利用
に関する業
務

    5,465

  19,538

83.2

  30,631 15,000

      192      207

  11,701

▽　利用件数等

上演回数

出演者数

      200

研修・見学者数

利用者総数

R1実績H30実績 R1計画

▽ 人形劇等の制作に必要な知識及び技術の習得等に
関する指導・助言・相談業務

75.3

▽　不承認0件、　取消し0件、　減免0件、　還付 0件

稼働率（％）

51.7

▽　劇団育成支援に関する業務

▼　北海道立文学館より依頼を受け、2ヵ月間の人形展
示企画展を実施。劇場のスキルを生かした関係機関と
の連携により発展的な事業展開ができた。
▼　子どもたちの主体的な参加や活動を意識した取り
組みである、札幌市主催の「子どもの権利条例10周年
記念イベント」を開催するにあたり、やまびこ座、こぐま
座で育成する小学生から大学生までの子どもたちによ
る人形劇作品を多くの市民に観ていただいた。
▼　やまびこ座・こぐま座プロデュース人形劇・北海道
の創作人形劇「奇跡の庭～じかん島のひみつ」の巡回
公演を実施した。北海道の地域に伝わる民話を題材と
することで、子どもたちに郷土の歴史や文化への理解
を深めてもらう機会となった。

  31,517

56.5

▼　劇団支援策として「札幌市こども人形劇場こぐま座
支援事業」を実施。各劇団の中島児童会館占用利用に
ついて、使用料の一部を負担。※申請件数42件
▼　運営協議会、利用者説明会、利用者アンケートを
実施。利用者（劇団）側からの様々な要望を聞くことが
できた。
▼　市民ボランティア登録が20名。スタンプラリーゆび
人形制作、資料室MASOBOおはなしの会、イベント等
の事業運営スタッフとして活躍した。

　劇団の育成のた
め、今後も継続して
支援活動に取り組
んでいく。運営協議
会、利用者説明会、
利用者アンケート等
を実施し、劇団側に
十分な説明や周知
を行うことで、施設
の利用と協力体制
を強化することがで
きた。

　子どもたちに魅
力的な舞台芸術
の鑑賞機会を提
供するためにも、
劇団育成は極め
て重要であること
から、劇団と連携
しながら、育成支
援を継続するこ
と。
　市民ボランティ
アとの協力関係が
構築されており、
共にサービスの向
上に努めているこ
とは評価できる。
　引き続き、こぐま
座にしかできない
継続性のある専
門的な指導に取り
組むこと。

▼　人形劇の制作のための技術的指導ができる職員を
配置し、日頃から人形劇について、指導、助言ができる
体制作りに努めた。公演時や稽古時等において、適宜
アドバイスを行い、劇団側と協働してより良い作品づくり
を目指している。また、初心者のための人形劇講座を
実施し、より多くの市民の方々が子どもの文化に携わ
り、担い手として育っていけるような環境を整えた。

　利用者にとって丁
寧にかかわることが
制作活動の支援と
なっている。
　今後も劇団に対
し、上演や作品創
造に関するアドバイ
ス、サポートをして
いくために指導者、
舞台スタッフの育成
に取り組む。

（回・人）

    2,054

    9,925
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▽　広報業務

▽　引継ぎ業務

《物品販売事業》
　市民サービスの一環として、マスコット人形や人形劇キット、手づく
りおもちゃ、オリジナルグッズ等の販売を各人形劇公演時に実施。
集客の一助、リピーターの確保等につなげ、公演の活性化を図る。

実施期間：2019年4月1日～2020年3月31日

販売商品：
①ハンドパペット　金額：150円～700円
②書籍・オリジナルグッズ（こぐまちゃんラバーストラップ、ピンバッ
ジ等）　金額：50円～2000円

【販売実績】
①ハンドパペット：販売個数63個　売上額　40,800円
②書籍・オリジナルグッズ：販売個数224個　売上額　72,000円

　総合計：販売個数287個　売上額　112,800円

▼　再委託、物品の調達等を行うに当たり、札幌市内の企業等を積
極的に活用している。

２　自主事業その他

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

　来館者のニーズ
を取り入れなが
ら、事業展開を行
うこと。

　利用者のニーズ
に合わせ、あらゆ
る広報手段を活
用して、積極的に
情報発信をおこ
なっている。引き
続き、紙媒体、
ホームページ、Ｓ
ＮＳ、メール通信
それぞれの強み
を活かした情報発
信の手法を検討
し、効果的な広報
活動に努めるこ
と。

　市民サービスの一
環として物品販売を
実施した。来場され
る市民の方々に喜
ばれている一方で、
開始6年目となり商
品の固定化により、
売り上げが減少して
いる。次年度は、新
たな商品開発を行
い、観劇の記念に
残る品物を販売が
できるよう、市民
サービスにつなげて
いく。

・前回からの継続指定のため、引き継ぎ業務なし。

▽　自主事業

▽　利用促進の取組

（6）付随業務

▼　主催事業、主催公演の際、他公演、事業への呼び
かけを行い、宣伝などに努めた。

▼　ホームページのスマートフォン対応、ウェブアクセシ
ビリティを考慮したリニューアルにより、アクセス数は
57,787件で、前年度の53,261件と比べて109%という結
果になった。新規のアクセスは約80％、リピーターが約
20％にとどまっている状況等から、施設や事業の周知
方法の工夫が必要である。
▼　希望者にはメール通信を発行し、主催事業などの
広報を行った。
▼　SNS（Facebook、Twitter、Instagram）によるリアルタ
イムでの情報発信を行った。
▼　定期的に（年6回）劇場通信（公演情報、事業案内
等）をやまびこ座と共同で発行し、市内公共施設、関係
機関、児童会館等、及びやまびこ座、こぐま座近隣小学
校、公演ごとに来場者へ配布した。
▼　札幌市イベント情報に毎月公演・事業情報を掲載し
た。
▼　公演情報を各報道機関等に提供する等、宣伝活動
に努めた。また、チラシ・ポスターを作成し、市民への配
布のほか、地下鉄駅や劇場館内への掲示を行い周知
を図った。
▼　（公財）さっぽろ青少年女性活動協会発行のさっぽ
ろ・こども情報誌「あそぼ」に、公演情報を毎号掲載した
（年6回発行）。

　広報活動は、劇場
業務の中でも重要
な枠割を担ってお
り、観客数等の利用
人数に直結するも
のである。
　今年度は、ホーム
ページのリニューア
ルにより、スマート
フォン対応等の改
善を図ったことによ
り、アクセス数は伸
びたが、観客数に
結びついている実
感は少ない。時代
に即した広報ツー
ルの活用等の改善
を実行していく。
　広報をテーマにし
たプロジェクトの
ワーキンググルー
プを組織し、より多く
の市民に来館いた
だけるアクションを
起こしていく。
　劇場通信や事業
チラシの他、資料室
MA・SO・BOからの
発信等、新たな広
報媒体を検討して
いく。

引き続き、市内企
業及び福祉施設
への配慮をおこな
うこと。
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【事業者別参加者アンケート】
・主催事業より、8事業（人形劇講座、こども人形劇団、
パペットユーススクール、文化セミナー等）についてアン
ケートを実施し、138名より回答。
･事業内容については、どの事業についても「とても良
い」「良い」の回答を多くいただき、「相談しやすく助かっ
た」「共に考え、適切なアドバイスをいただいた」など高
評価が得られた。舞台機器の不具合による設備への指
摘も見られるため、可能な限り改善するとともに、今後
も利用者の満足を得られるよう各事業の充実を図る。

【観客用アンケート】
・回収995枚
・回答者は、大人では、20代～40代の子育て中の母親
が全体の52％を占め、0～5歳（11％）、6～12歳（17％）
となっている。
・公演情報取得の方法として劇場ホームページと回答
した方が29％、友人・知人が21％、劇場通信12％、そ
の他16％という結果だった。年代ごとの広報の仕方の
工夫、知人からの口コミの重要性など参考にしていく。
・来館回数が、はじめてと回答があったのは37％、2回
以上と回答した人が63％近いことから、新規の来館者
を獲得するための、広報の工夫や、リピータ－の期待
に応えられる作品創造、サービスの向上を目指す必要
性があげられる。
・職員の対応については、概ね高評価であり、特に利用
する方への笑顔や声がけによる声が多かった。
・要望や意見については、資料室MA・SO・BOが隣接さ
れていること、季節ごとの工作等の体験機会の提供が
好評だった。

結果概
要

観客用アンケート、利用者（劇団）アンケート、事業別参加者
アンケートをそれぞれ作成し、2019年4月～2020年2月の期間
で実施した。（※アンケート方法については、来館者へアン
ケート用紙を配付し、回収。記名方式。）

アンケート結果を集約し、利用者の意見、要望、苦情、ニーズ
等を把握し、施設設備、業務等の改善に反映させるよう努め
る。なお、回収したアンケートについては、札幌市個人情報保
護条例に基づき、取り扱いに十分留意し、保管整理。

実施方
法

【利用者(劇団)アンケート】
・回収24枚（回収率75%：劇団32劇団中24劇団）
・支援体制について（施設の環境整備、劇場のサポー
ト）は、ともに「とても良い」「良い」の回答を多くいただ
き、自分たちも学べる場を提供してもらっていると捉え
ていただいている。
・施設サービスについて（利用のしやすさ、職員の対
応）についても、ほぼ満足していただけている。利用申
込や手続きについて、次年度よりシステム運用が開始
となるため、よりサービスの充実を意識していく。また、
いただいた意見・要望は今後の施設運営向上に向け参
考にしていく。

　観客アンケートに
よると、資料室MA・
SO・BOの利用が好
評であった。さら
に、観客数につなげ
る工夫をし、市民
サービスの充実、子
どもから大人まで年
齢を問わず楽しめ
る施設づくりを目指
していく。

　公演情報につい
て、様々な方法で発
信しているが、市民
の一部にしか伝
わっていない現実も
明るみになってい
る。劇場の存在、生
の舞台を観る楽しさ
を広く知ってもらうた
め、効果的で効率
的な広報のあり方
を追求していく。

　利用者の総合満
足度が高く、丁寧に
かかわることが、文
化の後押しとなって
いることを実感し
た。講座等での支
援とともに、劇団の
自主公演の支援、
また作品創造に関
した支援に努めて
いく。

　また、観客数獲
得のために、劇場
と利用者がとも
に、作品の質を上
げていく意識を高
めていく。

　事業参加者の
満足度は高く、
ニーズに合致した
事業展開と読み
取れる。

観客・利用者（劇
団）・事業別参加
者と3種類のアン
ケートを実施して
おり、それぞれの
ニーズを把握し、
よりよい施設運営
に反映させようと
努力しており、評
価出来る。
　アンケートの結
果からは、観客、
利用者、事業参加
者のほぼ全てが
職員の対応や事
業内容に対して満
足していることが
分かる。
　これは指定管理
者の努力の結果
であると考えられ
る。引き続きサー
ビス水準を維持す
るよう努めるととも
に、少数の意見も
拾い上げて、より
良い施設となるよ
う努力すること。

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果
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Ⅲ　総合評価

　令和元年度は、こぐま座とやまびこ座を合わせた事
業規模が１億円を超え、公的助成や共催事業負担金、
指導料等の企画事業収益３千５百万程度の収入を上
げることができた。やまびこ座とともに中島児童会館と

地域活動等事業

1　夢と笑顔と人が集いあう劇場づくり
　劇場という空間が特別なものではなく、地域に開

その他 12,179

57

Ｒ1計画 Ｒ1決算 差(決算-計画)

不適

不適

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条
例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

（千円）

2,429 ▲ 9,750

指定管理業務支出

自主事業支出

▼　収入は、新型コロナウィルスの感染拡大防止に伴う臨時休館
や、助成金事業の組み替え等により計画時の収入には届かなかっ
た。

利用料金

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

▽　安定経営能力の維持

▽　説明

3,530

56

法人税等

▲ 3,678

0

利益還元 0

0

適

適

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▼　収支差額は併設の中島児童会館との一体運営・連携事業展開
により、収支バランスを確保することができた。

▼　自主事業は、市民サービスの一環としてオリジナルグッズ等の
物品販売を行い、来場される市民の方々に好評を得た。利益還元
は56千円であった。

▼　支出は、助成金事業の組み替え等で予定していた支出を抑え
たことにより収支バランスを図った。

　新型コロナウイ
ルス感染症拡大
防止のための臨
時休館の影響に
よる事業収入の
減少や助成金事
業の組み替えによ
り、収入は減って
しまったが、支出
を抑え、収支バラ
ンスを取ってい
る。引き続き、安
定的な運営に向
け、改善を続ける
こと。

301 51

200

36,857

113 ▲ 87

57

250

▲ 9,786

27,10640,535

0

指定管理費

純利益

▲ 13,429

3,586

56

自主事業収入

▲ 3,678 ▲ 92

４　収支状況

項目

24,228 24,228 0

▽　収支

36,657 26,958 ▲ 9,699

27,071

指定管理業務収入

0

▼　各条例の規定に則り、全て適切に対応した。
▼　情報公開請求はありません。
▼　札幌市行政手続条例に基づき適正に処理を行っております。
▼　協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、
暴力団員や暴力団関係事業者を相手に契約を行わなかった。

支出

収入-支出

▲ 148

40,535 27,163 ▲ 13,372

収入

▼　当団体の財務状況等は、各事業実施時において収支バランス
等を常に把握することで、将来へ向けた安定経営能力は選定時よ
り向上している。
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かれた親しみある場として、子どもから大人まで多く
の市民が集い合い、夢や笑顔を交わすことで生ま
れる創造的な取り組みを応援し、人や地域の活性
化に繋げる。

施設運営等事業

1　人形劇等の裾野を拡げていくための人材育成の
取り組み
　劇場の根幹である人材育成を柱に、時代のニー
ズに合わせ継続的かつ発展的な事業展開を図る。
将来の札幌の文化発展を見据え、人形劇等の裾野
を拡げる事業を積極的に実施する。

2　札幌の子ども文化の創造と発信による新たな可
能性
　子ども文化の創造・発信拠点としての中心的役割
を担う。やまびこ座・こぐま座がプロデュースし、育
成する劇団や専門アーティスト等との連携した取り
組みによって、より良い作品の創造、普及に努め
る。また、国際交流や観光振興等を視野に入れた
新たな取り組みによって、大きな可能性を秘めた事
業展開に繋げていく。

3　やまびこ座、こぐま座、中島児童会館との連携に
よる事業の拡充
　やまびこ座、こぐま座、中島児童会館という歴史
的価値の高い、貴重な３施設が連携を図り、子ども
のための専門施設として、より効果的な運営を実現
する。それぞれの施設の持つ特性を生かしながら、
子どもの健全育成を踏まえた人材育成事業や全市
的なイベント事業等の拡充、特色ある事業内容を全
国に向けて情報発信する。

4　劇場スキルを生かした財源確保と効率的かつ効
果的な運営
　指定管理費と併せ、公的助成や民間資金の活用
による発展的な事業展開を図る。また、劇場の専門
スキルを生かした関係機関との事業連携や育成指
導を積極的に図り、財源確保に繋げる。

5　子どもの文化施設としての社会的役割と使命
　全国でも数少ない子どものための公立文化施設
として、こぐま座への期待は非常に大きい。文化力
による社会的役割を明確にし、未来ある子どもたち
の夢と可能性を拡げていくことが劇場の使命と考え
る。

連携した取り組みとして、約半年間に渡る中島児童会
館70周年記念事業を実施し、数多くの市民の方に札幌
の子どもたちを取り巻く環境の素晴らしさを改めて発信
する機会となった。さらに資料室「ＭＡ・ＳＯ・ＢＯ」を活
用した事業、「冬の野外人形劇」の拡充など、2026年度
完成予定の札幌国際会議場ＭＩＣＥ建設を見据えなが
ら精力的な事業展開を図ることができた。そして、計画
から前倒しとはなったが、プロデュース事業における欧
州公演や飯田人形劇フェスタへの派遣交流事業を共
催団体からの強い要望もあり実現することができた。ま
た、北海道立文学館や子どもの権利条例10周年記念
イベント等の外部関係機関からの依頼事業も多く、例
年の人材育成事業に加え、非常に充実した一年であっ
た。
しかしながら、年度末に起こった新型コロナウィルス感
染拡大は、２劇場にとっても大きな打撃となり、コロナ
後の劇場の在り方や文化芸術の必要性を改めて考え
る機会となった。将来に向けて感染症と子どもの文化
がどのように対峙していくべきか、どのように共存して
いくべきか、さらにこぐま座、やまびこ座それぞれの独
自性をいかに創りあげていくかという課題を突き付けら
れたと感じている。

①コロナ禍の影響により２月末から休館措置が取ら
れ、目標数値である上演回数200回にはわずかながら
届かなかった。結果、192回の上演となった。３月の主
催事業がすべて中止になったことに伴い、「こぐま座こ
ども人形劇団」の発表会が実施できず、中途半端な形
で終了を迎えてしまったことは非常に残念であった。子
どもたちが今後継続して活動してもらうためにも丁寧な
フォローアップを心掛けたい。

②全国各地や海外公演等の多彩なプログラムを提供
した「札幌国際人形劇フェスティバル」に加え、「巨大人
形劇シリーズ」や「プロデュース人形劇巡回公演事業」
等の創造型事業により子どもたちの積極的な体験機
会を創出することができた。また、札幌市以外の飯田
市や旭川市、福島県内などの他都市との連携した取り
組みが充実したことは、こぐま座、やまびこ座のこれま
で培ってきた子どものための専門劇場としての創造ス
キルや全国的なネットワークという強みを生かしたもの
であり、こぐま座、やまびこ座にしかできない特色とも
言える。

③収支状況については、文化庁補助事業を始め、国際
交流基金より助成金等を獲得。（助成総額　2件
27,903,640千円）また、砂川人形劇指導業務、北海道
立文学館、札幌市委託事業の子どもの権利条例10周
年記念イベント、巡回公演上演収入等、事業収益獲得
が非常に多かった年でもあった。関係団体との事業共
催は一過性のものにならぬよう継続した取り組みを
行っていく。（こぐま座、やまびこ座）

④新たに近隣小学校での４年生の総合学習において
人形劇指導を実施。学校側からの要望によりスタート
したが、子どもたちの生き生きとした姿を見て、先生た
ちの人形劇に対する見方が改めて変わったようであっ
た。その他、児童会館人形劇クラブの派遣指導、ボラ
ンティアの人材活用及び発掘、地域からの要望を踏ま
えた地域貢献を積極的に行うことができた。地域の中
の劇場の役割が見えた1年でもあった。

12



様式3-1

　施設の維持管理、貸館業務、事業の実施、施設の管
理運営については全般に渡り適切な業務の執行がな
されている。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止を目的とした臨
時休館のため、公演中止を余儀なくされたが、今後も
中島児童会館と一体化している点を生かし、効率的、
効果的な管理運営を行い、人形劇場という特色を生か
した活動を通じて、本市の児童文化の普及・促進に寄
与するように努めてほしい。

　施設の設置目的を達成するため、今後とも制作団体の
育成を行っていく必要があることはもちろんのこと、更な
る利用者の増加及び収入の安定を図るため、引き続き
市民ニーズを検証するとともに、より魅力的な創意工夫
ある事業を展開していくこと。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項
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